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問題46

①日常生活における指導の要点

原因食品の除去（誤食の防止）、および、クラスメイトと同じものが食べれないことへの精神的負担に対

する学校（教師・養護教諭）の理解と協力について

エピペンの使用（外来受診時は定期的に手技を確認）について

②「食物依存性運動誘発アナフィラキシー（FDEIA）について」の説明と予防について

説明：感作されている原因食物を摂取し、2時間以内に比較的激しい運動をすることによってアナフィラキ

シーショックが誘発される。原因食の摂取、運動負荷のいずれも単独では生じない。

予防：朝食後間もなくの朝練（サッカーや野球などのスポーツの部活動など）給食後の体育の授業などが

あるとき、感作物を摂取しないように指導する。FDEIAに対する携帯用アドレナリン注射器（エピペン）

の携帯・使用


